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　12月の日曜日、eco検定を受験してきた。eco検
定とは、商工会議所が主催する環境社会検定試験
という民間資格で、複雑・多様化する環境問題を幅
広く体系的に身に付けることができ、合格者はこれ
までに22万人にのぼる。

　今、世界に目を向けると、先のCOP21における
「パリ協定」の採択で、2020年以降の新たな温暖
化対策の枠組みが決まった。産業革命以前と比べ、
世界の平均気温の上昇を2℃未満に抑える必要が
あるといわれていて、途上国を含むすべての国が

温暖化ガスの削減義務を負うこの新たな枠組み
は、地球温暖化の阻止へ歴史的な一歩を踏み出し
たものといえる。
　その中で日本はというと、世界の2％弱の人口に
対し、経済活動の大きさでは世界全体のGNPの
8％に相当し、地球環境に少なからぬ影響を及ぼし
ている。また、資源・エネルギーの大半や食料のか
なりの部分を海外に依存しており、地球環境から多
くの恩恵を享受している。そのため、私たちは地球
人として地球温暖化を回避し、持続可能な社会を
築いていく責任がある。
　eco検定で学んだ環境問題に関する知識をもと
に、身近なところから具体的な行動を起こしていけ
ればと思う。ちなみに、試験の合否発表は1月の下
旬であるが、eco検定合格者をエコピープルと呼ぶ
そうである。環境問題に関心をお持ちの皆さんもエ
コピープルを目指してみてはいかがだろう。
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